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第
３
７
２
回
定
例
会
は
６
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
が
18
件
、
議
員
提
出
議
案
が
５
件
、
あ
わ

せ
て
23
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
慎
重
に
審
議
し
、
18
日
間
の
会
期
を
経
て
６
月

26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

定例会
第372回

補
正
予
算
議
案
な
ど
23
議
案
を

審
議
し
ま
し
た

　
国
の
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

▼
介
護
保
険
法
に
関
す
る
意
見
書

▼
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
向
け
て
日
本
政
府
に
核
兵
器

全
面
禁
止
の
た
め
の
決
断
と
行
動

を
求
め
る
意
見
書

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
を

全
て
の
幼
い
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え

の
提
出

見
書

意

員
表
彰

議

◎
第
１
日
（
６
月
９
日
）

　
会
期
を
18
日
間
と
決
定
し
た
後
、

平
成
25
年
度
角
田
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
ほ
か
２
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
長
か
ら
上
程
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
り
、
専
決
処
分
の
５
議
案

に
つ
い
て
は
、
表
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
２
日
（
６
月
18
日
）

　
初
日
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対

し
、
相
澤
邦
戸
議
員
、
柄
目
孝
治

議
員
、
日
下
七
郎
議
員
、
本
田
敏

昭
議
員
、
八
島
定
雄
議
員
、
の
５

名
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
条
例
関
係
３
議
案
は
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
柄
目
孝
治
議
員
か
ら

通
告
の
あ
っ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
自
由
討
議
を

行
い
ま
し
た
。

◎
第
３
日
（
６
月
24
日
）

　
第
２
日
に
行
わ
れ
た
質
疑
・
自

由
討
議
を
受
け
、
市
民
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
総
合
的
に

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
が

不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、

市
長
よ
り
平
成
26
年
度
角
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の

議
案
訂
正
の
申
し
出
が
あ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
５
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
表

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

３
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
４
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
４
日
（
６
月
25
日
）

　
前
日
に
引
き
続
き
、
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
４
名
の
議
員
が
市
政

全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。（
５
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
５
日
（
６
月
26
日
）

　

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３

議
案
に
つ
い
て
、
総
務
財
政
・
産
業

建
設
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
の
経

過
及
び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
、

討
論
、
表
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
５
議
案
に
つ
い
て
、

質
疑
、
討
論
、
表
決
を
行
い
、
い

本
会
議

主
な
補
正
予
算
の
概
要

女
性
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

▼
地
方
教
育
行
政
へ
の
国
や
首
長

の
関
与
の
強
化
に
反
対
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
２

−
45

　
民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

代
表　
太
田
直
道
ほ
か
１
名

▼
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
配

架
に
係
る
調
査
に
対
す
る
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
２

−

45

　
民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の
会

代
表　
太
田
直
道
ほ
か
１
名

▼
「
介
護
保
険
法
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
２

−

45

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
サ
ー
ビ
ス
非
営

　
利
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や
ぎ

理
事
長　
齋　
藤　
境　
子

▼
「
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
に
向
け
て
日
本
政
府
に
核
兵

器
全
面
禁
止
の
た
め
の
決
断
と
行

動
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
一
丁
目
５

−

13

　
２
０
１
４
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進

　
宮
城
県
実
行
委
員
会

　
代
表
委
員　
青
木
正
芳
ほ
か
14
名

▼
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
つ
い
て
の
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
３

−

28

　
宮
城
県
保
育
関
係
団
体
連
絡
会

会
長　
藤
崎
隆
ほ
か
3
名

▼
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療

費
一
部
負
担
金
免
除
及
び
介
護
保

険
利
用
者
負
担
の
減
免
を
被
災
市

町
村
の
負
担
に
よ
ら
ず
継
続
す
る

　
５
月
28
日
、
東
京
都
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
、
全
国
市
議
会
議

長
会
第
90
回
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
同
会
会
長
か
ら
次
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
特
別
表
彰（
議
員
在
職
30
年
以
上
）

柄　
目　
孝　
治　
議
員

◇
一
般
表
彰（
議
員
在
職
10
年
以
上
）

齋　
藤　
正
一
郎　
議
員

渡　
邊　
　
　
誠　
議
員

の
処
理

陳
情

▼
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
６
６
万
７
千
円
の
追
加
補

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
の
追
加
で
、
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
平
成
26
年
大
雪
に
伴
う
被
災
農

業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援
事

業
費
補
助
金

○
番
号
付
番
等
シ
ス
テ
ム
整
備
委

託
料

○
高
齢
者
地
域
就
業
促
進
事
業
委

託
料

○
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
サ

ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
議
会
で

は
女
性
農
業
者
の
声
を
反
映
さ
せ
、

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
地
域
農
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
「
市
議
会
が
推
薦
す

る
農
業
委
員
の
一
般
公
募
」
を
実
施

し
、
次
の
方
々
を
推
薦
し
ま
し
た
。

○
三
浦　
和
子 

氏
（
枝
野
６
区
）

○
宍
戸　
明
美 

氏
（
北
江
尻
）

　
委
員
の
任
期
は
、
平
成
26
年
７

月
20
日
か
ら
平
成
29
年
７
月
19
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
議
員
提
出
議
案
５
議
案
に
つ

い
て
、
表
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
議
結
果
は
、
表
１
の
と
お
り

で
、
審
議
さ
れ
た
議
案
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
廃
止

条
例
の
一
部
改
正
の
主
な
も
の

▼
角
田
市
市
税
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

○
法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
の
改
正

・税
率「
12
．３
％
」→「
９
．７
％
」

▼
角
田
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め

る
大
規
模
な
工
場
そ
の
他
の
施
設

の
用
途
及
び
規
模
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

水
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

浸
水
想
定
区
域
内
に
あ
る
大
規
模

な
工
場
そ
の
他
の
施
設
で
、
地
域

防
災
計
画
に
当
該
施
設
の
名
称
・

所
在
地
を
定
め
る
場
合
の
当
該
施

設
の
用
途
及
び
規
模
の
基
準
を
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

○
大
規
模
な
工
場
そ
の
他
の
施
設

の
用
途
及
び
規
模
の
基
準

・
用
途　
工
場
、
作
業
場
又
は
倉
庫

・
規
模　
延
べ
面
積
１
万
㎡
以
上

▼
角
田
市
高
齢
者
等
肉
用
牛
貸
付

基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
貸
付
需
要
が
今
後
も
見
込
ま
れ

な
い
こ
と
か
ら
条
例
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。

・
施
行
期
日　
平
成
26
年
10
月
１
日

○
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
改
正

・
税
率
を
表
２
の
と
お
り
改
正
す

る
も
の
で
す
。

・
施
行
期
日　
平
成
27
年
４
月
１
日

・
平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に
車

両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
３
輪

以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例

・
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受

け
た
月
か
ら
起
算
し
て
14
年
を

経
過
し
た
月
の
属
す
る
年
度
か

ら
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ

い
て
、
税
率
の
概
ね
20
％
を
重

課
す
る
も
の
で
す
。

・
施
行
期
日　
平
成
28
年
４
月
１
日

議員数は17名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は16名。（○…賛成、×…反対）
第372回定例会審議結果一覧

軽自動車税の税率の改正【平成27年４月１日施行】

表１

表２

≪各会派の構成メンバー≫　●クラブみんしん（谷津睦夫、今野林一郎、細川健也、伊藤善昭、柄目孝治）
●政友会（渡邊誠、齋藤正一郎、小湊毅）　●市民クラブ（本田敏昭、小島正、湯村勇）
●日本共産党角田市議団（日下七郎、八島定雄）
●無会派（会派に属さない議員）馬場道晴、相澤邦戸、高橋力雄副議長、佐藤正友議長

た
め
の
財
政
措
置
を
求
め
る
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
一
丁
目
５

−

13

　
宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　
刈　
田　
啓
史
郎

▼
介
護
保
険
制
度
次
期
見
直
し
に

当
た
り
「
要
支
援
者
へ
の
介
護
予

防
給
付
の
従
来
ど
お
り
の
継
続
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居

を
要
介
護
３
以
上
に
限
定
せ
ず
従

来
ど
お
り
と
す
る
こ
と
、
利
用
者

負
担
増
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
一
丁
目
５

−

13

　
宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　
刈　
田　
啓
史
郎

▼
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
党
機
関

紙「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」の
勧
誘・配
布・

販
売
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
要
請
す

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

福
岡
県
行
橋
市
今
井
３
７
１
３

−

１

小　
坪　
慎　
也

▼
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政
党
機
関

紙「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」の
勧
誘・配
布・

販
売
に
つ
い
て
自
治
体
独
自
で
の
実

態
調
査
及
び
是
正
を
求
め
る
陳
情

福
岡
県
行
橋
市
今
井
３
７
１
３

−

１

小　
坪　
慎　
也

る
制
度
と
す
る
た
め
の
意
見
書

▼
生
活
再
建
に
至
ら
な
い
東
日
本

大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
医
療
費

一
部
負
担
金
免
除
及
び
介
護
保
険

利
用
者
負
担
の
減
免
措
置
に
対
す

る
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

▼
要
支
援
者
へ
の
介
護
予
防
給
付

の
従
来
ど
お
り
の
継
続
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
を
要
介

護
３
以
上
に
限
定
せ
ず
従
来
ど
お

り
と
す
る
こ
と
、
利
用
者
負
担
増

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

件　　　名
議決年月日 議決結果

会　　　派

市長提出議案 ク ラ ブ
みんしん 政友会 市民クラブ 日本共産党

角田市議団 無会派

専
　
決
　
処
　
分

角田市市税条例等の一部改正について
角田市都市計画税条例の一部改正について
角田市基幹水利施設管理事業分担金徴収条例の一
部改正について
平成26年度角田市一般会計補正予算（第２号）

6月9日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○

角田市国民健康保険税条例の一部改正について 6月9日
承　認
（賛成15
反対1）

○ ○ ○ ○ ○２
×１

平
成
26
年
度
補
正
予
算

一般会計補正予算（第３号） 6月26日
可　決
（賛成14
反対2）

○ ○ ○ × ○

介護保険特別会計補正予算（第１号）
公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
水道事業会計補正予算（第１号）

6月26日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

条
　
　
　
　
　
　
　
　
例

角田市市税条例等の一部改正について 6月24日
可　決
（賛成14
反対2）

○ ○ ○ × ○

角田市子ども医療費の助成に関する条例の一部改
正について
角田市市道に設ける道路標識の寸法に関する条例
の一部改正について

6月24日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

角田市高齢者等肉用牛貸付基金条例の廃止について
角田市地域防災計画に定める大規模な工場その他
の施設の用途及び規模の基準に関する条例の制定
について

6月26日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

角田市企業立地及び事業高度化を重点的に促進す
べき区域における固定資産税の課税免除に関する
条例の一部改正について

6月26日
可　決
（賛成14
反対2）

○ ○ ○ × ○

そ
の
他

損害賠償の額の決定及び和解について
平日夜間初期救急外来医療に関する事務の委託に
ついて

6月24日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案 議決年月日 議決結果 ク ラ ブ
みんしん 政友会 市民クラブ 日本共産党

角田市議団 無会派

意
　
　
　
　
　
見
　
　
　
　
　
書

介護保険法に関する意見書の提出について
子ども・子育て支援新制度を全ての幼い子どもの
育ちを支える制度とするための意見書の提出につ
いて
要支援者への介護予防給付の従来どおりの継続、
特別養護老人ホームへの入居を要介護３以上に限
定せず従来どおりとすること、利用者負担増の中
止を求める意見書の提出について

6月26日
可　決
（賛成15
反対1）

○ ○ ○ ○ ○２
×１

2015 年 NPT 再検討会議に向けて日本政府に核兵
器全面禁止のための決断と行動を求める意見書の
提出について

6月26日
可　決
（賛成9
反対7）

× ○ ○ ○ ○１
×２

生活再建に至らない東日本大震災被災者に対する
医療費一部負担金免除及び介護保険利用者負担の
減免措置に対する財政支援を求める意見書の提出
について

6月26日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

区　　　　　　　　　分
現　  行 改 正 後
税  　率 税　  率

第一号　原動機付自転車
 ア　50cc 以下 1,000 円 ➡ 2,000 円
 イ　50cc 超～ 90cc 以下 1,200 円 ➡ 2,000 円
 ウ　90cc 超～ 125cc 以下 1,600 円 ➡ 2,400 円
 エ　ミニカー 2,500 円 ➡ 3,700 円

第二号　軽自動車及び小型特殊自動車
 ア　軽自動車

二輪のもの（側車付のものを含む） 2,400 円 ➡ 3,600 円
三輪のもの 3,100 円 ➡ 3,900 円
乗用のもの

営業用 5,500 円 ➡ 6,900 円
自家用 7,200 円 ➡ 10,800 円

貨物用のもの
営業用 3,000 円 ➡ 3,800 円
自家用 4,000 円 ➡ 5,000 円

専ら雪上を走行するもの 2,400 円 ➡ 3,600 円
 イ　小型特殊自動車

農耕作業用のもの 1,600 円 ➡ 2,400 円
その他のもの 4,700 円 ➡ 5,900 円

第三号　二輪の小型自動車
　　250cc 超 4,000 円 ➡ 6,000 円

23 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 177号 177号



一 般 質 問

小 湊 　 毅  議員

日 下 七 郎  議員

八 

島 

定 

雄  

議
員

教育委員会の
存在意義について

阿武隈川堤防の改修
（完成堤防）促進について

児
童
手
当
の

支
給
回
数
に
つ
い
て

用
・
排
水
路
、
市
道
法
面
の
整
備

及
び
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

小 
島 
　 
正  

議
員

７人の議員が市政を問う

議
員
▼
子
育
て
に
か
か
る
費

用
は
日
々
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
費
用
は
家
計
を
大

き
く
圧
迫
し
て
い
る
家
庭
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
家
庭
は
、
赤
字
の
家
計

を
児
童
手
当
で
賄
っ
て
い
ま

す
。
４
カ
月
に
一
度
の
支
給

は
と
て
も
待
ち
遠
し
い
も
の

で
あ
り
、
年
度
が
わ
り
や
年

末
等
は
児
童
手
当
の
支
給
に

頼
り
た
い
家
庭
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
支
給
回
数
が
多
け

れ
ば
子
育
て
に
充
て
る
費
用

が
毎
月
家
計
を
圧
迫
す
る
こ

と
な
く
、
有
意
義
に
児
童
手

当
を
活
用
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　
法
律
で
児
童
手
当
の
支
給

時
期
や
回
数
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
有
意
義
な
活
用

が
で
き
る
よ
う
支
給
回
数
を

見
直
し
、
生
き
た
制
度
に
な

る
よ
う
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
児
童
手
当
は
、
0
歳

か
ら
中
学
生
ま
で
の
児
童
に

対
し
て
月
額
１
万
円
か
ら

１
万
５
，
０
０
０
円
を
毎
年

６
月
・
10
月
・
２
月
の
３
期

に
分
け
て
支
給
し
て
お
り
、

４
カ
月
分
が
ま
と
め
て
通
帳

に
振
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
支
払
月
に
つ

い
て
は
、
児
童
手
当
法
第
８

条
第
４
項
で
規
定
さ
れ
て
お

り
、
角
田
市
独
自
の
判
断
で

見
直
す
こ
と
は
で
き
ず
、
制

度
に
沿
っ
た
支
給
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
児
童
手
当
は
口
座
振
込
で

対
応
し
て
い
る
の
で
、
各
家

庭
で
の
計
画
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

議
員
▼
子
ど
も
を
安
心
し
て

育
て
ら
れ
る
よ
う
、
国
の
施

策
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
「
角
田
市
で
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
良
か
っ
た
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
支
援
策
が

必
要
で
す
。

　
あ
る
４
人
の
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
が
「
一
度
に
支

給
さ
れ
て
も
困
る
の
で
、
せ

め
て
年
金
と
同
じ
よ
う
に
２

カ
月
に
１
回
に
し
て
欲
し

い
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
生
活
の
実
情
に
あ
っ
た
支

給
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

市
長
▼
児
童
手
当
の
支
給
が

４
カ
月
に
１
回
と
い
う
の
は

期
間
が
長
い
と
感
じ
ま
す
。

年
金
と
同
じ
よ
う
に
２
カ
月

に
１
回
に
で
き
な
い
か
、
国

の
ほ
う
に
要
望
し
て
い
く
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
児

童
手
当
の
話
だ
け
で
は
な
く
、

生
活
の
困
り
事
相
談
だ
と
思

い
ま
す
。
社
会
福
祉
課
に
相

談
し
て
い
た
だ
き
対
応
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
小
島
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
水
道
事
業
に
つ
い
て

○
旧
小
田
小
学
校
校
舎
の
今

後
の
利
用
計
画
と
小
田
地

区
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
○
水
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

○
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
▼
市
道
馬
場
内
老
ケ
崎

線
の
西
田
地
内
（
角
田
駅
西

側
）
の
用
・
排
水
路
脇
一
部

区
間
に
お
い
て
、
市
道
法
面

の
崩
壊
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

未
整
備
で
危
険
で
す
。
今
後
、

ど
う
し
て
い
く
考
え
で
す
か
。

市
長
▼
現
在
、
応
急
対
策
と

し
て
、
路
肩
に
白
線
や
ロ
ー

プ
を
設
置
し
て
近
寄
ら
な
い

よ
う
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
区
間

約
１
２
０
ｍ
は
、
早
急
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る

こ
と
で
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ご
指
摘
の
約
１
８
０
ｍ
で

法
面
が
崩
壊
し
て
い
る
区
間

は
、
満
水
と
な
る
揚
水
時
期

に
法
面
が
壊
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
道
路
の
法
面
崩
壊
を

改
善
す
る
に
は
、
用
・
排
水

路
整
備
と
一
体
的
に
改
修
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
尾
袋

川
の
合
流
点
ま
で
約
３
５
０

ｍ
あ
り
、
水
路
幅
も
広
く
、

改
修
費
用
が
莫
大
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

危
険
な
箇
所
は
、
当
面
、

放
射
能
除
染
対
策
に
つ
い
て

議
員
▼
小
・
中
学
校
の
通
学

路
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手

順
で
除
染
を
実
施
し
て
い
く

の
で
す
か
。

市
長
▼
測
定
範
囲
は
、
学
校

敷
地
か
ら
半
径
５
０
０
ｍ
を

対
象
と
し
、
学
校
と
協
議
し

て
決
定
し
た
対
象
路
線
、
延

長
に
し
て
約
30
・
５
㎞
の
空

間
放
射
線
量
率
の
調
査
を
実

施
。
測
定
場
所
は
、
歩
道
の

あ
る
道
路
は
、
歩
道
の
中
央

線
上
で
、
歩
道
の
な
い
道
路

は
路
肩
の
人
が
歩
く
付
近
な

ど
30
ｍ
間
隔
で
測
定
。
除
染

実
施
は
、
除
染
関
係
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
路
線
ご
と

に
判
断
し
、
空
間
放
射
線
量

率
の
平
均
値
が
１
時
間
当
た

り
０
・
23
μ
Sv
以
上
の
場
合

に
除
染
を
実
施
。
除
染
の
方

法
は
、
表
面
が
土
や
砂
利
の

場
合
は
覆
土
や
天
地
返
し
、

側
溝
は
土
砂
の
除
去
や
清
掃

を
実
施
。
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

の
除
染
方
法
も
同
じ
方
法
で

実
施
。
除
染
は
可
能
な
限
り

除
去
土
壌
が
出
な
い
よ
う
な

方
法
で
進
め
ま
す
が
、
側
溝

等
の
除
去
土
壌
に
つ
い
て
は

道
路
敷
地
の
余
剰
地
等
に
現

場
保
管
す
る
こ
と
で
考
え
て

い
ま
す
。

【
八
島
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
ネ
ッ
ト
依
存
か
ら
子
ど
も

を
守
る
施
策
に
つ
い
て

○
角
田
市
育
英
会
奨
学
資
金

の
充
実
に
つ
い
て

応
急
対
策
を
行
い
ま
し
て
、

今
後
の
改
修
は
関
係
者
と
よ

く
協
議
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ま
す
。

市
長
▼
議
員
が
言
わ
れ
て
い

る
岩
沼
の
基
準
点
で
の
ピ
ー

ク
流
量
は
、
毎
秒
１
０
，

７
０
０
㎥
で
、
う
ち
、
河
道

へ
の
配
分
流
量
は
毎
秒
９
，

２
０
０
㎥
で
す
。
こ
の
流
量

に
対
応
す
る
断
面
と
し
て
、

堤
防
の
敷
幅
60
ｍ
、
高
さ
5

ｍ
の
場
合
で
は
、
天
端
幅
７

ｍ
で
、
堤
防
の
構
造
は
詳
細

設
計
を
経
て
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

議
員
▼
⑵
両
岸
の
完
成
堤

防
・
暫
定
堤
防
の
区
間
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
が
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
な
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
角
田
市
を
流
れ
る
阿

武
隈
川
の
河
川
堤
防
は
右

岸
、
左
岸
併
せ
て
の
延
長
約

30
・
６
㎞
の
う
ち
、
暫
定
堤

防
区
間
に
つ
い
て
は
、
右
岸

は
枝
野
前
原
地
区
約
1.3
㎞
、

坂
津
田
地
区
で
は
坂
津
田
樋

門
か
ら
東
根
橋
ま
で
の
約
２

㎞
。
左
岸
は
佐
倉
の
佐
倉
排

水
樋
管
か
ら
江
尻
字
川
原
ま

で
、
そ
し
て
そ
の
先
の
東
根

橋
付
近
か
ら
西
小
坂
及
び
柴

田
町
境
ま
で
の
約
５
㎞
と

な
っ
て
お
り
、
暫
定
堤
防
区

間
は
、
右
岸
、
左
岸
合
わ
せ

て
約
8.3
㎞
。
完
成
堤
防
は
右

岸
、
左
岸
併
せ
て
約
22
・
３

㎞
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
▼
⑶
阿
武
隈
川
水
系
下

流
整
備
計
画
（
大
臣
管
理
区

間
）
に
よ
る
と
、
整
備
期
間

は
20
年
、
30
年
の
計
画
と
あ

り
、
整
備
促
進
に
向
け
て
阿

武
隈
川
下
流
改
修
促
進
期
成

同
盟
会
を
通
し
て
の
要
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
阿
武
隈
川
下
流
改
修

促
進
期
成
同
盟
会
を
通
し

て
、
角
田
市
は
本
年
度
も
引

き
続
き
、
右
岸
に
つ
い
て
は

枝
野
地
区
及
び
坂
津
田
地
区

の
完
成
堤
防
化
工
事
の
促

進
、
左
岸
に
つ
い
て
は
佐
倉

地
区
な
ど
の
完
成
堤
防
化
工

事
の
促
進
並
び
に
漏
水
対
策

等
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
に
よ
る
と
、
今
年
11

月
以
降
の
施
工
と
な
っ
た

枝
野
地
区
の
浸
食
対
策
の

た
め
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
、
侵
食
対
策
延
長
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費

５
，
０
０
０
万
円
と
の
こ
と

で
す
。
暫
定
堤
防
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

未
定
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

維
持
管
理
と
し
て
、
洪
水
時

に
堤
防
の
漏
水
等
の
質
的
な

問
題
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ

て
詳
細
点
検
に
よ
り
対
応
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

【
日
下
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
「
県
内
産
の
竹
の
子
出
荷

制
限・自
粛
」に
関
す
る
市

長
の
政
治
意
識
に
つ
い
て

○
水
道
配
水
管
の
布
設
工
事

に
つ
い
て

○
主
要
地
方
道
丸
森
柴
田

線
・
角
田
山
元
線
・
一
般

県
道
角
田
大
内
線
の
三
月

殿
地
内（
島
田
字
角
ノ
前・

米
場
地
内
）
道
路
改
良
工

事
に
つ
い
て

○
「
農
政
改
革
」と「
農
地
中

間
管
理
機
構
」
に
つ
い
て

○
職
員
に
対
す
る
辞
令
書
の

発
令
事
項
の
給
料
月
額
と

異
な
る
給
料
月
額
の
支
給

に
つ
い
て

議
員
▼
市
長
に
、
阿
武
隈
川

の
堤
防
の
断
面
が
区
間
に

よ
っ
て
暫
定
堤
防
が
あ
り
、

完
成
堤
防
と
異
な
る
こ
と
は
、

住
民
に
与
え
る
心
理
的
影
響

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
防

災
対
策
を
考
慮
し
て
、
次
の

３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
阿
武
隈
川
下
流
計
画
高
水

流
量
毎
秒
１
０
，
７
０
０
㎥

と
の
こ
と
で
す
が
、
完
成
堤

防
の
断
面
（
堤
防
敷
幅
・
高

さ
・
天
端
幅
）
に
つ
い
て
伺

か
。

教
育
長
▼
教
育
委
員
会
か
ら

呼
び
か
け
て
実
施
し
た
ケ
ー

ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
▼
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
管
理
は
教
育
委
員
会
で
す

が
、
市
長
部
局
に
戻
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
▼
現
在
の
実
際
の
管

理
は
指
定
管
理
者
が
行
い
、

修
理
な
ど
は
市
長
部
局
が
行

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
単

な
る
窓
口
に
な
っ
て
い
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

議
員
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

助
成
金
で
す
が
、
開
催
地
に

よ
り
助
成
額
を
考
慮
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
▼
市
内
高
等
学
校
、

市
内
に
勤
務
先
ま
た
は
住
所

を
有
す
る
方
が
、
県
代
表
と

し
て
国
内
の
大
会
に
出
場
す

る
場
合
は
、
1
人
あ
た
り

2
万
円
ま
た
は
1
万
円
、
団

体
の
場
合
は
10
万
円
を
上
限

と
し
た
定
額
制
を
と
っ
て
お

り
、
今
後
も
現
行
通
り
で
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長
▼
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
か
ら
支
出
し
て
い

る
も
の
で
御
祝
儀
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
現
行
通
り
で

行
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

議
員
▼
こ
の
助
成
金
の
申
請

に
あ
た
り
、
事
業
計
画
書
と

収
支
予
算
書
を
提
出
し
、
大

会
の
後
に
事
業
報
告
書
と
収

支
決
算
書
を
提
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
手

続
き
を
見
直
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
▼
こ
れ
ら
の
書
類
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

議
員
▼
「
教
育
委
員
会
不
要

論
」
が
世
の
中
で
ご
く
普
通

に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
く
経
ち
ま
す
が
、
教
育

委
員
会
が
し
っ
か
り
自
ら
の

役
割
に
取
組
む
の
で
あ
れ
ば

不
要
な
組
織
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

　
角
田
市
の
文
化
財
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
見
て
い
た
だ

く
、
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
教
育
委
員
会
か
ら
市
長

部
局
に
働
き
か
け
て
い
ま
す

特
に
手
続
き
上
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
。

議
員
▼
自
治
セ
ン
タ
ー
職
員

の
処
遇
改
善
を
、
ど
の
よ
う

に
、
い
つ
行
う
の
で
す
か
。

教
育
長
▼
今
後
、
市
長
部
局

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
時
期
は
回
答
で
き

ま
せ
ん
。

議
員
▼
枝
野
小
学
校
の
体
育

館
の
照
明
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

教
育
長
▼
平
成
25
年
10
月
に

学
校
か
ら
電
球
交
換
の
要
望

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
天
井

の
照
明
の
半
分
以
上
が
点
灯

し
て
い
な
か
っ
た
が
放
置
し

て
き
ま
し
た
。
地
元
議
員
さ

ん
や
行
政
区
長
さ
ん
方
か
ら

改
善
要
望
を
6
月
9
日
に
頂

き
、
緊
急
に
工
事
に
入
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

議
員
▼
教
育
長
は
角
田
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
な
ど
共
同
作
業

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
▼
市
内
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
地
域
の
草
刈
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
教
育
長
の
立
場
の

仕
事
を
す
る
こ
と
で
子
ど
も

達
に
教
育
長
の
働
く
姿
を
見

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

議
員
▼
教
育
委
員
会
と
市
長

部
局
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
商
工

観
光
課
、
社
会
福
祉
課
、
子

育
て
支
援
課
と
密
接
に
関
連

す
る
た
め
に
、
よ
り
効
率
の

よ
い
配
置
に
す
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
▼
ご
指
摘
の
通
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
現

状
で
す
。

▲西田地内の用・排水路
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一 般 質 問７人の議員が市政を問う

渡 邊 　 誠  議員

湯 村 　 勇  議員

馬 

場 

道 

晴  

議
員

地域おこし協力隊について

角田消防署員の
増員について

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
拡
大
に
つ
い
て

　議会では、角田市議会基本条例に基づき、市内で活動している団体等（以下「団体等」という。）の希望により、
議会と住民がいつでも政策的な情報及び意見を交換することができる一般会議を開催することができます。
　一般会議は、議会への市民参加の機会を設けるとともに、多様な住民の意思・意見を聴取し、そこから発
生する市政上の課題に対応するための政策提案の拡大を図ることを目的としています。
　活動が制限されている常任委員会、議会運営委員会又は特別委員会だけでは対処することのできない諸課
題に対し、議員と団体等が自由に意見交換することができる会議です。
　一般会議は、団体等からの要請により開催したり、必要に応じて議会側から求める方法により開催します。

●対　象　者：市内で活動している団体等
　　　　　　　（個人での申し込みについてはご遠慮願います。）

●会議の議題：⑴市議会に関すること。
　　　　　　　⑵市政に関すること。
　　　　　　　⑶その他市の重要な事項に関すること。

●申込み方法：所定の用紙に必要事項を記入し、併せて参考資料等を添付のうえ、議会事務局へお申込みください。
　　　　　　　申込書が提出された後、議会運営委員会で審査し、開催の可否を申込者にご連絡いたします。

●一般会議は意見を交換することを主としておりますので、要望等だけで終わらないようにしてください。

●議会の日程等の理由から、開催日及び開催時刻をご相談させていただく場合があります。

●後日、報告書をホームページ等に公表しますので、あらかじめご了承願います。

※
お
願
い

※お問合せ　角田市議会事務局　電話：０２２４－６３－２１２４

『一般会議』とは？

ま
す
が
、
角
田
消
防
署
員
増

員
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

市
長
▼
角
田
消
防
署
に
限
っ

た
話
で
は
な
く
、
仙
南
広
域

全
体
と
し
て
消
防
署
員
が
不

足
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

仙
南
広
域
と
し
て
既
に
副
市

長
、
副
町
長
ク
ラ
ス
の
会
議

を
も
っ
て
増
員
計
画
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
特
に
消
防
力

の
充
実
強
化
を
重
点
的
に
行

う
た
め
、
各
署
所
（
本
署
・

出
張
所
）
に
お
い
て
、
24
時

間
勤
務
体
制
で
常
時
１
人
の

増
員
効
果
を
得
る
た
め
、
１

署
所
あ
た
り
３
人
、
９
署
所

で
27
人
の
増
員
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

議
員
▼
火
災
が
重
な
り
消
防

署
員
が
朝
か
ら
晩
ま
で
真
っ

黒
な
体
で
御
飯
も
食
べ
ず
に

消
火
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
、
救
急
が
重

な
っ
た
場
合
は
ポ
ン
プ
車
で

出
動
す
る
状
況
、
角
田
消
防

署
は
丸
森
出
張
所
を
カ
バ
ー

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
苦
慮
し

て
い
る
状
況
等
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
▼
地
元
の
大
変
な
状
況

を
見
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
増
員
計
画
が
実
る
よ
う
、

角
田
市
長
と
し
て
仙
南
広
域

理
事
と
し
て
後
押
し
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
の
将
来
の
あ
り

方
に
つ
い
て

議
員
▼
人
口
の
減
少
や
製
造

関
連
事
業
所
等
の
節
水
等
に

よ
る
水
の
使
用
量
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

へ
の
水
道
事
業
の
健
全
財
政

運
営
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
仙
南
広
域
の
範
囲
で
水
道

事
業
の
統
合
を
す
れ
ば
各

市
・
町
の
境
界
が
取
れ
、
白

石
市
に
近
い
西
根
地
区
の
家

庭
で
は
、
白
石
市
の
仙
南
・

仙
塩
広
域
水
道
か
ら
水
道
管

を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

水
道
事
業
の
効
率
的
な
財
政

運
営
に
よ
っ
て
住
民
の
快
適

な
生
活
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

仙
南
広
域
構
成
自
治
体
の
中

に
も
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道

か
ら
受
水
し
て
い
な
い
自
治

体
も
あ
る
の
で
、
十
分
な
協

議
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
水
需
要
の
低
下
や
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
設
備
投

資
の
増
加
、
さ
ら
に
は
角
田

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
を
機
に
自
己

水
源
確
保
の
た
め
に
枝
野
浄

水
場
と
小
田
浄
水
場
の
適
正

な
維
持
管
理
を
行
い
、
長
寿

命
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
修
繕
等
に
よ
り
経

営
状
況
は
悪
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
統
合
・
広
域

化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
仙

南
・
仙
塩
広
域
水
道
や
災
害

時
に
お
け
る
丸
森
町
と
の
連

絡
管
設
置
構
想
な
ど
の
市
町

間
連
携
も
一
つ
の
事
業
統
合
、

広
域
化
と
考
え
て
お
り
、
い

ろ
ん
な
形
を
模
索
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
、
こ
の
広
域
化

に
つ
い
て
は
議
論
が
進
む
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
角
田
消
防
署
員
が
不

足
し
て
お
り
、住
民
の
安
全・

安
心
を
確
保
す
る
体
制
が
十

分
と
は
言
え
ず
、
住
民
の
不

安
を
招
く
こ
と
が
憂
慮
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
火
災
や
救
急

が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
場

合
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に

陥
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
規
模
の
大
き
な
火

災
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
近
隣
の
消
防
署
か
ら
の

応
援
体
制
が
整
っ
て
は
お
り

国
の
財
政
支
援
を
受
け
な
が

ら
地
域
お
こ
し
活
動
を
は
じ

め
、
幅
広
い
分
野
の
支
援
に

従
事
す
る
人
材
を
都
市
部
か

ら
招
聘
で
き
る
と
い
う
大
変

魅
力
的
な
制
度
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
と
は
別
に
農
林
水
産
省
で

は
、
類
似
し
た
事
業
と
し
て

「
田
舎
で
働
き
隊
」
も
提
案

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
都

市
人
材
交
流
活
用
に
よ
る
取

り
組
み
は
、
こ
こ
数
年
増
加

傾
向
に
あ
り
、
そ
の
成
功
例

と
し
て
、
そ
の
ま
ま
定
住
に

結
び
つ
い
た
例
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
外
部

人
材
活
用
制
度
は
、
そ
の
人

材
に
相
当
の
ス
キ
ル
が
求
め

ら
れ
、
受
け
入
れ
る
地
域
と

来
る
人
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ

り
、
期
待
す
る
成
果
が
結
び

つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
く
、
利
活
用
の
鍵
と
な
る

の
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
受

け
入
れ
態
制
の
整
備
と
、
地

域
が
求
め
る
人
材
の
ベ
ス
ト

マ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
他
の
自
治
体

の
活
用
状
況
等
の
情
報
収
集

に
努
め
な
が
ら
、
よ
り
積
極

的
に
活
用
す
る
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対

策
事
業
に
つ
い
て

議
員
▼
農
林
水
産
省
が
進
め

る
攻
め
の
農
業
実
践
緊
急
対

策
事
業
は
、
農
家
経
営
の
助

け
に
な
る
制
度
と
思
い
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
ま

議
員
▼
総
務
省
が
支
援
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
に

つ
い
て
、
角
田
市
の
活
性
化

の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
角
田
市
と
し
て

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
国
の
過
疎
化
対
策
の

一
つ
と
し
て
地
元
以
外
の
人

材
を
活
用
す
る
こ
の
事
業
は
、

す
か
。
既
に
、
県
予
算
の
３

分
の
１
は
、
採
択
さ
れ
事
業

実
施
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
角
田
市
と
し
て

取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
攻
め
の
農
業
実
現
の

た
め
に
は
低
コ
ス
ト
・
高
収

益
と
な
る
産
地
体
制
に
転
換

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

面
的
集
積
の
み
が
な
さ
れ
て

も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
効
果
的
な
機
械
設
備
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
効
率

的
な
産
地
へ
の
転
換
に
向
け

た
推
進
力
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
性
能
の
高
い
農
業
機
械

の
導
入
、
既
存
機
械
の
再
利

用
の
支
援
な
ど
を
行
う
事
業

が
こ
の
攻
め
の
農
業
実
践
緊

急
対
策
事
業
で
す
。

　
角
田
市
と
し
て
は
、
担
い

手
の
生
産
意
欲
の
増
進
、
効

率
的
な
農
作
業
の
実
現
、
農

業
所
得
の
向
上
な
ど
の
視
点

か
ら
、
事
業
効
果
の
高
い
メ

ニ
ュ
ー
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
、
角
田
市
水
田
農

業
推
進
協
議
会
と
し
て
も
、
こ

の
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う

必
要
な
２
，
４
０
０
万
円
の
予

算
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
併

せ
て
７
月
に
は
農
家
の
皆
様

に
広
く
周
知
を
し
、
申
請
の
受

付
を
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
の
秋
作
業
、
来
年
の

春
作
業
に
間
に
合
う
よ
う
取

り
ま
と
め
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
渡
邊
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
秘
伝
豆
に
つ
い
て

議
員
▼
高
校
受
験
を
控
え
た

中
学
３
年
生
を
対
象
に
助
成

が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
中
学
３
年
生
に
対
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
の
助
成
に
限
っ
て
、
今

後
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
た
だ
、
全
額
無
料

と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、

受
益
者
負
担
の
原
則
を
し
っ

か
り
守
り
な
が
ら
、
定
額
の

負
担
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員
▼
市
道
前
原
２
号
線

（
北
角
田
中
学
校
西
側
の
路

線
）
に
お
い
て
、
近
隣
の
住

民
の
方
や
保
護
者
か
ら
改
善

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
道
路
は
、
道
幅
も
狭
く
路

面
も
荒
れ
て
お
り
、
す
ぐ
西

側
に
は
落
差
の
あ
る
水
路
が

あ
り
、
生
徒
が
こ
の
水
路
に

落
ち
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
学
校
の
す
ぐ
目
の
前
の
通

学
路
で
こ
の
よ
う
な
危
険
箇

所
が
あ
る
の
は
重
大
な
問
題

で
あ
り
、
早
急
に
改
善
す
べ

き
で
す
。

　
こ
れ
と
同
様
に
市
道
梶
賀

西
小
山
線
（
桜
小
学
校
の
西

側
の
路
線
）
も
早
急
に
改
善

す
べ
き
で
す
。

市
長
▼
市
道
前
原
２
号
線
に

つ
い
て
は
早
急
に
路
面
の
改

善
、
修
繕
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
注
意
看
板
の
設

置
や
、
学
校
か
ら
の
注
意
の

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
て
、

水
路
へ
の
転
落
防
止
の
注
意

喚
起
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
道
梶
賀
西
小
山
線
は
、

以
前
に
も
対
策
を
検
討
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元

の
合
意
に
至
ら
ず
、
改
修
を

断
念
し
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。
注
意
看
板
の
設
置
や
学

校
か
ら
の
注
意
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
、
転
落
防
止
の

注
意
喚
起
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

議
員
▼
対
象
者
（
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
方
）
以
外

で
も
欲
し
い
方
に
配
布
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が

い
か
が
で
す
か
。

市
長
▼
現
在
、
支
給
し
て
い

る
キ
ッ
ト
は
、
石
巻
市
の
障

害
者
福
祉
施
設
で
製
作
し
た

も
の
で
、
角
田
市
の
障
害
者

就
労
支
援
施
設
「
の
ぎ
く
」

で
も
製
作
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
現
在
、
相
談

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
の
ぎ
く
」
で
の
商
品
化

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
の
欲
し
い
方

に
、
若
干
の
費
用
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
障
害
者
の
方
々
の

就
労
支
援
に
も
大
い
に
役
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

「
の
ぎ
く
」
と
相
談
を
し
な

が
ら
、
こ
の
事
業
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲救急医療情報キット

67 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 177号 177号



見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

８月２８日（木）　招集告示、会派代表者会議
９月　１日（月）　議員協議会、議会運営委員会
９月　４日（木）　本会議（提案理由の説明）
　　　　　　　　会派代表者会議、正副委員長会議
　　　８日（月）　議会運営委員会
　　１１日（木）　常任委員会（請願審査）
　　１２日（金）　本会議（質疑・自由討議）
　　　　　　　　決算審査特別委員会
　　１６日（火）　決算審査特別委員会
　　１７日（水）　決算審査特別委員会
　　　　　　　　会派代表者会議
　　１８日（木）　決算審査特別委員会分科会
　　１９日（金）　決算審査特別委員会分科会
　　２２日（月）　常任委員会（議案審査）
　　２４日（水）　常任委員会（議案審査）
　　２５日（木）　決算審査特別委員会
　　　　　　　　議会運営委員会
　　２６日（金）　本会議（討論・表決・一般質問）
　　２９日（月）　本会議（一般質問）
　　　　　　　　議会運営委員会
　　３０日（火）　本会議

市議会９月定例会市議会９月定例会市議会９月定例会市議会９月定例会
日程（予定）のお知らせ

※請願及び陳情等の提出期限は、８月28日（木）までとなります。
※本会議の開会時刻は、午前10時です。
※太文字はライブ配信を行います。

　定例会は、年４回開催されます。皆さんの身近な問題が審議
されており、どのような方針で市政が進められていくのか知る
ことができます。お気軽に足を運んでみませんか。
　また、インターネットを利用したパソコン、各地区自治セン
ターのテレビ及び市役所東庁舎１階の市民ホールのテレビでも
議会中継がご覧になれます。

を しませんか。議会 傍聴

※日程は変更される場合があ
りますので、傍聴を希望
される場合は、議会事務
局（☎63−2124）にお問い
合わせください。

傍 聴 者 数	 15名
インターネットライブ中継視聴者数	 150名

第372回（平成26年６月）定例会

26
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

28
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
第
90

回
定
期
総
会
（
東
京
都
）

29
日　
宮
城
県
選
出
国
会
議
員
と

の
意
見
交
換
会（
東
京
都
）

30
日　
天
皇
陛
下
拝
謁（
東
京
都
）

２
日　
第
３
７
２
回
定
例
会
招
集

告
示

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

５
日　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
第
３
７
２
回
定
例
会
本
会

議
（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

11
日　
議
会
運
営
委
員
会

16
日　
会
派
代
表
者
会
議

18
日　
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

19
日　
総
務
財
政
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

23
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
本
会
議
（
第
３
日
）

25
日　
本
会
議
（
第
４
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

２
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
行

政
視
察
（
～
４
日
）

４
日　
兵
庫
県
洲
本
市
会
派
行
政

視
察

15
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
員
研
修
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

17
日　
東
北
市
議
会
議
長
会
理
事

会・定
期
総
会
（
～
18
日・

弘
前
市
）

18
日　
宮
城
県
市
議
会
議
長
会
臨

時
会
（
弘
前
市
）

25
日　
議
会
運
営
委
員
会

１
日　
市
議
会
だ
よ
り
１
７
６
号

発
行

９
日　
議
会
運
営
委
員
会

12
日　
正
副
委
員
長
会
議

21
日　
福
岡
県
太
宰
府
市
議
会
議

会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

議
会
日
誌

議
会
日
誌

編
集
後
記

　
角
田
市
議
会
第
３
７
２
回
定

例
会
も
閉
会
し
、
い
よ
い
よ
夏

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
今
夏
も

暑
さ
が
厳
し
い
よ
う
で
す
。

　
「
角
田
市
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
」
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
中

学
生
に
お
い
て
は
入
院
時
し
か

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
中

学
生
も
小
学
生
以
下
と
同
様
、

通
院
の
医
療
費
も
助
成
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
春
の
完
成
に
向
け
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
本
格

化
し
て
き
ま
し
た
。
最
大
の
課

題
は
、
駐
車
場
の
確
保
で
す
。

今
後
、
早
急
に
検
討
を
せ
ま
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
（
仮
称
）
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
も
平
成
29
年
度
供
用
開

始
に
向
け
て
造
成
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
焼
却
施
設
は

溶
融
路
方
式
を
導
入
し
、
よ
り

ク
リ
ー
ン
で
焼
却
灰
が
少
な
い

焼
却
炉
と
な
り
、
住
み
良
い
安

心
・
安
全
な
「
人
と
地
域
が
輝

く
田
園
交
流
都
市
か
く
だ
」
を

目
指
し
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　
角
田
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

に
耳
を
傾
け
、
様
々
な
市
の
課

題
解
決
や
市
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
市
長
と
議
会
が
両
輪
と

な
り
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

４
月

６
月

７
月

５
月

第８回議会報告会報告書について 　
１
月
20
日
か
ら
２
月
７
日
ま

で
開
催
し
た
第
８
回
議
会
報
告

会
の
報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
書
は
、
地
域
の
現

状
や
課
題
等
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
様
と
議
員
が
膝
を
交
え
て

意
見
交
換
を
行
っ
た
も
の
を
議

員
自
ら
が
ま
と
め
あ
げ
た
も
の

で
す
。

　
各
地
区
自
治
セ
ン
タ
ー
や
図

書
館
、
議
会
事
務
局
に
閲
覧
用

と
し
て
備
え
付
け
て
お
り
ま
す

し
、
角
田
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
戴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
角
田
市
議
会
は
、
行
政
執
行

の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
に
と
ど
ま
ら

ず
、
議
会
報
告
会
に
寄
せ
ら
れ

た
市
民
の
皆
様
の
声
を
積
極
的

に
政
策
立
案
・
提
言
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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